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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月8日(2017.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白金からなるシェル層と、前記シェル層に覆われた白金以外の金属よりなるコア粒子と
からなる、コア／シェル構造を有する触媒粒子が担体に担持された触媒の製造方法であっ
て、
　前記コア粒子を担持した前記担体を、銅イオンを含む電解液中で電解し、コア粒子表面
に銅を析出させる電解処理工程と、
　銅を析出させた前記コア粒子に、白金化合物溶液を接触させることにより、コア粒子表
面の銅を白金で置換し、白金からなるシェル層を形成する置換反応工程を含み、
　前記置換反応工程の白金化合物溶液は、クエン酸を含み、
　前記電解処理工程の電解液の溶存酸素量を１ｐｐｍ以下とすることを特徴とする触媒の
製造方法。
【請求項２】
　白金化合物溶液中のクエン酸の含有量は、白金化合物のモル数を基準として４０倍以下
である請求項１記載の触媒の製造方法。
【請求項３】
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　電解処理工程は、コア粒子を担持した担体を作用極上に堆積させて電解処理を行うもの
である請求項１又は請求項２に記載の触媒の製造方法。
【請求項４】
　コア粒子を構成する金属は、パラジウム、イリジウム、ロジウム、金又はこれらの金属
の合金である請求項１～請求項３のいずれかに記載の触媒の製造方法。
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